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カタクリ （ユリ科）

株式会社地域環境計画

　毎年、私の担当分野である植物の調

査は、早春季の調査からスタートしま

す。暑くもなく寒くもなく、蚊がプゥ

～～ンと飛びかうわけでもない絶好の調

査日和のなか、フィールドで出会うと、

また今年も調査シーズンが始まったん

だなぁ、という気持ちと、単純にきれい

だなぁ、という気持ちにさせられる植

物があります。

のも特徴と言えます。そのためか植物

体は小型で、一部の種を除いては花も

小型の種が多い傾向があります。

　春植物は別名「スプリング・エフェ

メラル」（春の妖精）と言われています。

春の間しか姿を現わすことがなく、植

物体全体が小型で可憐な花が多いから

なのでしょうか？

　春植物の代表選手として、ユリ科の

植物分類学上のグループではなく、その

生活形態に基づくグループの一つとして

扱われているものであり、ユリ科、キン

ポウゲ科、ケシ科等の植物群の一部がこ

れに該当します。

　いずれも多年生草本なのですが、普通

の多年生草本の生育期間は春から秋まで

の数ヵ月なのに対し、春植物の生育期間

は、生育環境である雑木林やブナ林等を

構成している落葉広葉樹の葉が開く前

の、早春のわずか数週間に限られる点が

　

　春、落葉広葉樹の木々に新緑が

芽吹きだす頃、すでに葉を広げ終

え、花を咲かせている草花がある

のを御存じでしょうか？ 皆さんの

中にも早春の風物誌として、カタ

クリ、フクジュソウ、イチリンソウ

といった植物の名前を耳にしたこ

とのある方も多いと思います。

　先にあげた３種はいずれも「春

植物」とよばれるグループに属し

ているものです。

　「春植物」とは、科や属といった

ニリンソウ （キンポウゲ科） フクジュソウ （キンポウゲ科）

決定的な違いとなっています。 わずか数

週間しか地上に姿を現わさず、残りの期

間は〈球根〉や〈いも〉となって地中に

こもっています。地上生活がわずか数週

間に限られるため、光合成をする期間も

短く、そのため成長は遅く、発芽してか

ら開花するまで数年間もかかる種が多い

カタクリだけが特にメジャー

になっているような気がしま

すが、私個人としては、イチ

リンソウ、ニリンソウ、アズ

マイチゲ、キクザキイチゲ等

のキンポウゲ科の春植物の方

が、より小型で色も淡く、妖

精のイメージに近いような気

がして好きなのですが、いか

がでしょうか？
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イチリンソウ （キンポウゲ科）キクザキイチリンソウ （キンポウゲ科）

(本社自然環境調査室・根本淳)

春の野に咲く
妖精たち



2

　表紙のお話は、いろいろな本に書い

てあることで、より詳しく書いてある

本もあり、御存じの方も多いことで

しょう。

　ここでは、さらに踏み込んで、これ

ら春植物個体群の保全の立場からの話

を展開してみたいと思います。

　春植物の多くは、種子が地面に落ち

るか、あるいは落下後にアリによって

周囲に運ばれることが知られていま

す。しかし、種子の分散がこうした方

法による以上、親植物から種子が離れ

る距離は、おのずと限られたものとな

ります。落下した種子全てを、運良く

アリが運んでくれたとしても、それは

小さな小さなアリさんのこと、空を飛

べるわけでもなく、巣からの移動距離

も限られているわけですから、種子の

移動は、せいぜい数メートルといった

ところでしょう。

1ｍ /年vs.50ｍ /年
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Spring Ephemeral Spring Ephemeral

 Ephemeral Spring

 Ephemeral

Spring Ephemera

　ある本によりますと、カタクリの種

子の移動距離は５メートル程度と見積

もられています。仮にカタクリが発芽

してから開花するまでに５年かかり

（これはかなり短めの見積もりです

が）、そこから同じように種子が分散

されるとすると、カタクリは、毎年１

メートルの速度で移動したことになり

ます。

　ちょっと極端な例ですが、対照的な

例として、タンポポについても考えて

みましょう。カントウタンポポでもセ

イヨウタンポポでも、種子は風によっ

て運ばれることは、皆さんもよく御存

じのことでしょう。かなり少なく見積

もった話ですが、ある風の強い日にタ

ンポポの種子が 100メートル飛ばされ

たとします。そして、かなり長めの見

積もりですが、その種子が発芽し、花

を咲かせたのは２年後のことだったと

仮定します。それでも、この例では１

年間に50 メートルも移動したことに

なるのです。

Spri           meral
春
植
物
を

　
保
全
す
る
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　現在、都市近郊では下草刈り等の

伝統的な管理がなされなくなり、常

緑の低木やササ類が旺盛に繁茂して

いるような雑木林がよく見られます。

常緑の低木やササ類が繁茂している

状況は、その程度にもよりますが、た

だでさえ年間のうち、わずか数週間

しか光合成期間のない春植物にとっ

ては、成長して花を咲かせること以

前に、植物体が正常に生きていくう

えでも大変な負担になる場合がある

のです。こうした状況が原因となっ

て、春植物は減少しており、個体群レ

ベルで絶滅した事例が数多くみられ

ます。もっとも、山野草愛好者の盗掘

　カタクリをはじめとする多くの春植

物の分布拡大がいかに‘のろい'もの

かが分かっていただけたでしょうか。

　見方を変えると、分布拡大の速度

が遅いということは、狭い範囲に群

生しやすく、その生育している場所

の環境が悪化した場合、

　　 生育状況の悪化→枯死

　　　→個体群全体の絶滅

という結果につながりやすいことに

他なりません。分布拡大の速度が速

い植物ならば、仮に親が絶えること

があっても、子孫はもっと安全な場

所へと避難できるのですが、分布拡

大の速度が遅い種である場合、群生

している一族全体が一気に滅んでし

まいかねないのです。

(調査年度)
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下草刈り継続………

……カタクリ着花個体数の経年変化……

着花個体数(株)

　　　　

　ここでは、代表的な春植物であるカタクリの保全対策と

して、アズマネザサ等の下草刈りを行った結果、林内の光

条件が改善されて生育状況が良くなり、開花個体数が増加

した例を紹介する。

　右のグラフに示した八王子市内のフィールドでは、1988

年から毎年、早春期（３月下旬～４月上旬）に固定調査区

（２ｍ四方の正方形の区画）内に生育するカタクリの生育個

体数、着花個体数の経年変化を調査している。右のグラフ

に示したのは、着花個体数である。

　'91年の秋から、カタクリ等の保全対策を目的としたアズ

マネザサ等の下草刈りを継続している。'93年に着花個体数

が急激に増加している。これは、

　' 91 年秋　下草刈りにより光環境改善　

　　'92年春　生育期に十分な養分を蓄えた

　　'93 年春　着花個体数急増

という現象が起こったと考えられる。
'88　  '89    '90    '91    '92    '93    '94

■ 『自然を守るとはどういうことか』
　　守山弘著 （人間選書） ／農文協

■ 『森を読む』 大場秀章著／岩波書店

■ 『植物の世界』 第１号／教育社

■ 『カタクリの里』

　　高橋喜平 ・ 瀬川強写真集／講談社

上の３冊は、春植物の生態を知り、保全を

考える参考におすすめしたい。『カタクリの

里』は美しい写真と簡潔な文章でカタクリ

の魅力を伝える好著。

斜面上部
斜面中部
斜面下部

…………

効果的な保全対策を

春
植
物
を

よ
り
詳
し
く

知
る
た
め
に

によって減少、絶滅する例もないこと

もないのですが……。

　こうした流れを受け、多くの都道府

県、市町村等で「希少植物」や「注目

すべき植物」等にあげられ、採集禁止

等の保全の措置がとられる例が多く

なっているように思われます。

　しかし、このような採集禁止等の対

策のみでなく、本来の生育環境を復

元・創出することにより、現在生存し

ている個体群を保全していくための対

策が効果的に実行されている例は少な

いというのが現状であり、より一層、

真剣に保全対策に取り組んでいくこと

が私達生物技術者に求められている気

がします。

　　　（本社自然環境調査室・根本淳）

▼
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草本層

低木層

植物相調査とは
べたら、各層ごとに全種類の種名を

記録します。

　群落の全ての種名を記録するには

困ったことがあります。例えば、芽生

えの状態だったり、花や実がないこ

ともあります。成長の段階で姿形が

かわるものもあります。

　余談になりますが、植物群落調査

でわからなかった植物の芽生えを持

ち帰り育てたところ、思いもよらな

いものに成長したこともあります。

　種名の記録が終われば、次に種ご

との量的な測定、「被度」と「群度」の

測定を行います。

　

植物群落調査とは

　植物調査では、一般的に次の調査を

行います。 　

　■植物相 　

　■植生

　ある特定の地域に生育する植物の全

種類を総称して、植物相（フロラ）とい

います。植物相調査では、その地域に生

育する植物の種類を明らかにする事を

目的とします。

　植物の中には、雪解けとともに地上

に姿を現し、他の春植物が開花する頃

には姿を消してしまう等、ある限られ

た期間しか見られないものもあります。

例えば、ユキワリイチゲもその仲間で

す。そのような植物まで網羅しようと

思えば、植物に普段から親しむ必要が

あります。言葉を持たないだけに少々

の苦労を伴いますが、わかりだすと楽

しいものです。

　地表をつつんでいる植物の集まりを

　植物群落調査の方法を簡単に示しま

す。

　日本では、森林群落が発達していま

す。森林群落を例にすると、群落を断

面に投影した場合、普通４層に分かれ

ます。上から順に高木層、亜高木層、低

木層、草本層となります（図１）。調査

しようとする群落のポイントが決まれ

ば、調査年月日、調査地位置、調査面

積等必要事項を記録し、階層構造を調

　被度の測定では、それぞれの種が

地上投影像どのくらいの面積を占め

ているのかを、被度５から＋の６段

階に分けて記録します（図２）。 　

被度と群度

図１◆森林群落断面図

植生といいます。植生調査で

は、その地域がどのような植

物の集団で被われているかを

明らかにする事を目的としま

す。植物たちは、普通何種類

か集まって生活しています

が、この植物の集団を「植物

群落」と呼んでいます。植生

調査では、その地域を植物群

落によって区分し、現存植生

図の作成を行います。そし

て、現存植生図で区分したそ

れぞれの植物群落に付いて、

典型的なポイントを選び、植

物群落調査を行います。 　

亜高木層

高木層

よ

く

わ

か

る
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図２◆被度の段階 図３◆群度の段階

【被度５】
被度が調査区の
3/4 以上を占め
ているもの

ユキワリイチゲ

　群度の測定では、それぞれの種の

配分の状態を、群度５から１の５段

階に分けて記録します（図３）。 　

　以上、簡単ですが、植物群落調査

の方法を記載しました。

参考文献：『植物群落』 菅原久夫著

－1985年　ニュー・サイエンス社

【群度１】
単独に点々とま
ばらに生育して
いるもの

【群度２】
２～３箇所に小
さな群れをなし
て生育している
状態のもの

【群度３】
斑紋状に群がった
状態のもの

【被度１】
被度が調査区の
1/10以下で個体数
の少ないもの、また
は被度が１/20以下
で個体数の多いもの

【被度２】
被度が調査区の
1/10～1/4を占めて
いるもの、または個
体数の多いもの

【被度３】
被度が調査区の
1/4～1/2を占
めているもの

【被度４】
被度が調査区の
1/2～3/4を占
めているもの

【群度４】
カーペットのあ
ちこちに穴が空
いている状態の
もの

【群度５】
調査区内に一面
にカーペット状
に生育している
状態のもの

【被度＋】被度も少なく、個体数も少ないもの

（原案◆今関真由美／イラスト◆飯塚要）

（大阪支社自然環境調査室・長谷川薫）
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Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ Ｓ

ト
ビケラとは、

幼虫期を河川上中流や池で

生活する水生昆虫であり、

幼虫は砂礫や植物片でミノ

ムシの様な巣を作り（例外

はあるが）、やがて蛹とな

り、羽化して空気中に飛び

出し、産卵して一生を終え

る水生昆虫である。

　トビケラ類の生活様式は

非常に多様で、その研究者

は数多い。また、幼虫・成

虫ともにヤマメやイワナと

いった渓流魚の重要な餌で

もあることから、フライ

フィッシングを趣味とする

人々の中にも地道な研究者

が多いことで知られてい

る。

　本書は、外見からはフライフィッシ

ングのHow to 本といった印象を受け

るが、著者に水生昆虫学の権威である

谷田一三氏と野崎隆夫氏、フライ

フィッシングをきっかけにトビケラの

研究を続けている田代忠之氏と田代法

之氏が名を連ね、あくまでトビケラを

中心とした内容にこだわったことが窺

える。ページをめくると、トビケラ類

の流下及び羽化と渓流魚の捕食行動と

の関連性にはじまり、トビケラ類の生

活史、そして代表的な50 種類のトビ

ケラの説明とそれをモデルにした毛バ

リが掲載されている。また、説明の部

分では一種ごとに分布、形態、生態

について詳しく述べられており、幼

虫、蛹、成虫の美しい（人により好

き嫌いはあるが）写真も掲載されて

いる。 今までのトビケラの研究の一

つの集大成ともいえる書籍である。

　私達が仕事で水生昆虫の同定作業

を行う際には、通常、検索表にそっ

て種の同定を行っている。しかし、

検索表は類似したグループの中から

昆虫とは別に、独立して発展してきた

ため、未だ成虫と幼虫の分類が一致し

ていない種が多く、幼虫と成虫の姿が

結びつけにくいグループであった。ト

ビケラの幼虫と成虫の姿が同時に、こ

れほど多種掲載されたのは本書が初め

てではないかと思う（欲をいえば現在

分かっている全種を掲載してほしかっ

たが）。

　フライフィッシングという娯楽の分

野ではあるが、このような書籍が出版

されたことは非常に有意義なこととい

えるのではないだろうか。

　　　（本社自然環境調査室・福田宏）

種名を決定するために、水生昆虫の

体の一部分の構造の差異を見ること

が多いため、検索表からは種の全体

像は浮かびにくいものである。現

NfORMATIONI
■News Letter vol.2で紹介した、 当社企画編集絵本 『いもむ
しのうんち』が青少年読書感想文コンクールの課題図書（小学校低
学年向け） ほか、 以下の推薦を受けました。 （ ） 内…主催団体
　

　★第 42回青少年読書感想文コンクール課題図書
　　（全国学校図書協議会＋毎日新聞）

　★ '96出会いの本 50冊（子どもと本の出会いの会）
　★ SLBC選定図書（学校図書館ブッククラブ）
　★静岡県すいせん図書（静岡県子どもの本研究会）

…………………………………………………………………………………………………………

CADDIS

発行◆廣済堂出版　定価◆13,000円

谷田一三・野崎隆夫
田代忠之・田代法之　共著

に、検索表で得た印象と実

物を見た時の印象の違いに

驚くこともしばしばである。

種の特徴というのは体の部

分的なものだけでなく、そ

れらをトータルした全体の

イメージも曖昧な様でいて

実はとても重要なものだと

感じている。その点、本書の

ように生体の写真が掲載さ

れていると、同定作業で「検

索表に記された部分的な特

徴だけではイマイチ確信に

欠ける」といった場合に非

常に参考になることが多い

（頭っから絵合わせ的に写真

を頼りにするようでは調査

者失格だが）。

　水生昆虫類の分類は陸上

『いもむしのうんち』が　課題図書　に選ばれました　
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く
周
り
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
始
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た。

　　

〈雁を保護する会〉事務局
〒 989-55宮城県栗原郡若柳町
字川南南町 16（呉地正行方）　

後 半で大きな問題となったのは

開発によるガンの生息環境の

減少です。現在、日本各地で開発が進

みガンの越冬できる場所は限られて

きています。また、国の減反政策によ

り水田が小麦畑に変わり、そ

れをガンが食べてしまった為

に農家が多大な被害を被った

という報告から、餌となる落

ち穂がたくさんあり、なおか

つ安全に休める水場のそろっ

た環境の維持が、ガンが生活

していくうえで重要であると

いう意見がでました。また、

生息地に道路を造った為にガ

ンがまったく来なくなってし

まったという実例を挙げ、「開発が進

むことでガンは次々と住みかを失い、

そのうち日本からガンの姿が消えてし

まうことも考えられる。そのような事

態にならないよう環境維持に力をいれ

なければいけない」というような話が

随所で聞かれました。

かし、具体的にどうするかと

なるとなかなか意見が出ず、

司会者が場をつなげていくのにかなり

苦労していたようです。 確かに開発と

自然保護という問題になると、開発側

と保護側どちらも自分達の考えを少し

も変えようとしないために、いつまで

も平行線のままという事が日本各地で

起こっています。だからといっても実

際は前述のように、なかなか良い意見

は出てこないのが現実のようです。

　その原因の一つとして、現在多くの

今

し

行
政
・
保
護
団
体
・
地
域
住

民
の
三
者
に
よ
る
話
し
合
い
の

場
が
あ
ま
り
に
少
な
い

ＲＥＰＯＲＴＳ

回のシンポジウムでは、主
お とも

に開催地である小友沼及び

八郎潟を中心に、前半は日本に渡来す

るガンの種類・数・渡りのルートにつ

いて報告され、後半は各渡来地での現

状報告と、開発によるガンの生息環境

の減少、農業とガンの関わりなどの問

題について討論が行われました。

　前半ではガンの渡りのルートについ

てかなり詳細に報告され、まだガンに

関してほとんど知識のない私にとって

はかなり興味深い内容でした。

 〈雁を保護する会〉では、ロシアや

アメリカと共同でガンの標識調査を実

施しており、標識鳥の多くが日本の各

越冬地で確認されています。今回も観

察時に２羽の標識鳥（オオヒシクイ）

を見ることができました。また、マガ

ンに関しては人工衛星用小型位置送信

機を用い、より細かな渡りのルートも

わかってきています。このような調査

が長く続くことで次々と新しい発見が

あるのでは、と期待しています。

人が自然保護に関心をもっている中、

行政の対応が追いついていないので

はないかという話がでました。開発

計画の際、行政・保護団体そして地

域住民の三者による話し合いの場が

あまりに少ない、もっとた

くさんの意見を聞くことで

良い方向に進むのではない

か、というのが多くの参加

者の考えのようです。私も

何か方法はないかと考えた

ものの、やはりそう簡単に

は思い浮かびませんでした。

しかし、これを機にこのよ

うな開発に関わる自然保護

の問題について勉強してい

こうと考えています。

　今回参加者のほとんどが会員とい

うことで、どちらかというと現状報

告会といった感じで、質問や意見の

少ない静かなシンポジウムでした。

ガンの渡りのルートなどはかなり力

をいれて取り組んでいるようなので、

もっと一般の人（特に学生など若い

人達）にアピールしていくと良いの

ではないかと思います。

　いろいろと勉強にもなり、たくさ

んの人と知り合いになれ、楽しい２

日間をすごせました。ある人が「こ

ういう会というのは全国各地のいろ

んな人と友達になるためにあるんだ

よ」と言った言葉が印象的でした。

　　（本社業務推進室・小野由夏）

「開発と保護」
―より良い方向をめざし
話し合いの場を

 ◆第11回雁のシンポジウム　1996.3.9～10
於◆秋田県能代市　主催◆日本雁を保護する会・雁の里親の会
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落葉の裏面に

糸を吐いて作

る足場のよう

なもので、そ

の“台座”に

しっかりと密

着して越冬す

るわけです。

“台座”のあ

る葉が見つかれば、 そしてその

葉がその年に落葉した新しい葉で

ある以上、 幼虫は一度その葉で

越冬体勢に入ろうとしたことは確

かだといえると思います。 つま

り、 もっと探せばその木の根元

には幼虫がいる可能性が高いと考

えられるのです。案の定、そこ

でも幼虫が見つかりましたが、

残念ながらオオムラサキではなく

ゴマダラチョウでした。

■ゴマダラチョウはオオムラサキ

と同じ科で、 幼虫は生態も形態

もよく似ていますが、 背中の突

起の数の違いで容易に区別するこ

とができます。

 ■というわけで、幼虫そのもの

が見つからなくてもエノキの落葉

 ■ある時、とある場所でオオムラサキの

越冬幼虫調査を行なっていたのですが、

探せど探せど見つからず、もうこの木に

はいないと諦めかけた時に、落葉に何や

ら怪しげな物が付いているのを見つけたの

です。それは一見、見過ごしてしまいそ

うな何の変哲もないエノキの落葉なのです

が、よく見ると、幼虫が作った“台座”

が付いているではないですか。

“台座”というのは、幼虫が越冬の為に

についた“台座”が見つかれば、大き

さ、生態等からオオムラサキもしくはゴ

マダラチョウの２種のどちらかがいる、

もしくはいたことになります。

 ■これを発見したのは偶然に過ぎません

が、これからも、どんなに些細なことで

もよいので、目的とする昆虫の生息の痕

跡を見つけられるように日々精進してい

きたいと思います。

（大阪支社自然環境調査室・平原健一）

■オオムラサキという昆

虫をご存知でしょうか。

オオムラサキは日本の国

蝶に指定されているチョ

ウの一種で、いくつかの

文献では環境の指標種や

希少種として選定されて

いる昆虫です。幼虫は食

樹であるエノキの根元の

落葉の裏で越冬するた

め、冬期に確認しやすい昆虫とい

えます。

■ですから、昆虫類調査では冬期

にオオムラサキの越冬幼虫探しがよ

くあります。幼虫調査は、さきほ

ども述べましたとおり食樹であるエ

ノキの根元の落葉の裏を探すわけで

すが、最初の１個体目が見つかれ

ば、続いて２個体、３個体と見つ

かることが多く、１ヶ所にかかる

時間はそれほどでもないのですが、

最初の１個体目が発見できないとつ

いついそこでねばってしまい、エ

ノキが複数ある場合は（そういう

ことの方が多いのですが）時間だ

けが過ぎて行き、ノルマを果たせ

なくなってしまいます。

ムシのぬ・く・も・り

右 ： オオムラサキ　
左 ： ゴマダラチョウ

…
　
　
　
…
　

ある日のフィールド・ノートから

N•FORMATIONI 業務推進室　　が発足しました

編
集
後
記

　４月１日より本社に業務推進室を新設いたしました。業務が円滑か

つ効率的に遂行されるよう、室員一同努力する所存です。担当者不在

の場合は業務推進室のメンバーでも対応いたします。今後ともどうか

よろしくお願いいたします。（業務推進室長・北川徹）

　３月も半ば過ぎ、 植木鉢のコクランが花を咲かせた。 自生のものは６月
頃花を咲かせるらしいが室温が高かったせいなのか通常より二ヵ月も早く咲
いたことになる。 そのコクランはいずれ標本になる予定だったのだが、 時
間がとれないまま一ヵ月以上もの間、 冷蔵庫に寝かされていたのだ。 植木
鉢に植えかえてから約二ヵ月後、 新芽が伸び、 新しい葉が開き、 そして
後に小さな黒紫色の花を咲かせたのである。
　素晴らしい！ブラボー！ワンダフル！が、 しかし、 喜びもつかの間、 エ
ネルギーを使い果たしたかのようにその姿は弱々しく元気がなくなってきて
しまった。 「日に当てた方がいいんじゃないのー？」 の声にうなずき、 鉢
を日当たりの良いテラスに置いた。 週末あけて月曜日、 水をやりにテラス
に出てみると、 そこには全身まっ白の、 変わり果てた姿のコクランがあっ
た……。 一瞬、 立ち尽くした。 ショックは大きい。 だけど暖かい室内か
らいきなり外の世界に放り出されたコクランの方がもっとビックリしたに違
いない。 春一番の悲しい事件である。 　　（本社業務推進室・西邑恵子）
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